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県
央
経
営
者
会
第
十
回
の
例
会
が
四
月
二
十
五
日
に
、
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
厚
木
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
今
回
の
司
会
は
阿
部　

洋
氏
に
担
当
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
安
藤

通
子
氏
の
開
会
宣
言
に
始
ま
り
、
続
い
て
大
泉
政
治
会
長
、
亀
井
善
太
郎
衆
議
院
議
員
、
県

会
議
員
の
森　

正
明
氏
、
髙
山
松
太
郎
氏
、
長
田
進
治
氏
の
挨
拶
が
続
き
ま
し
た
。
講
演
は

二
人
の
講
師
の
方
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
初
め
に
小
林
常
良
厚
木
市
長
に｢

今
後
の
市
政
と

県
央
の
発
展
に
つ
い
て｣

と
題
し
、
市
長
就
任
後
始
め
て
の
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
林
厚
木
市
長
は
今
話
題
の
道
州
制
に
つ
い
て
触
れ
、
今
後
の
厚
木
市
の
展
望
に
つ
い
て
お

話
さ
れ
ま
し
た
、
ま
た
身
近
な
問
題
と
し
て
「
市
民
の
安
心
・
安
全
」
を
第
一
と
す
る
考
え

を
示
し
、
そ
の
施
策
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
㈱
浜
銀
総
合
研
究
所
理
事
の

八
木
正
幸
氏
に
よ
る
講
演
が
あ
り
、｢

県
央
地
域
の
将
来
と
経
営
者
の
役
割｣

つ
い
て
の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
神
奈
川
県
全
体
と
県
央
地
域
の
比
較
、
経
済
格
差
な
ど
を
、

数
値
的
に
解
析
し
解
り
や
す
く
説
明
さ
れ
、
県
央
経
営
者
会
の
今
後
の
方
向
性
を
検
討
す
る

上
で
大
変
参
考
に
な
る
講
演
で
し
た
。
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第
十
回
例
会
開
催

日
時　

平
成
19
年
4
月
25
日(

水)

午
後
6
時
よ
り
7
時
40
分

会
場　

ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
厚
木　

相
模
の
間

第
12　
回
例
会
開
催
の
ご
案
内

日　

時　

平
成
19
年
8
月
27
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
6
時
か
ら
午
後
7
時
30
分

内　

容　

20
年
後
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
討
論
会

　
　
　
　

午
後
7
時
30
分
よ
り
懇
親
会

会　

場　

厚
木
商
工
会
議
所
5
階
大
会
議
室

8
月
以
降
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

今
年
後
半
の
例
会
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て

は
決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

10
月
22
日
（
月
） 

第
13
回
例
会
（
研
修
・
懇

親
旅
行
）
旅
行
先
未
定

12
月
3
日（
月
）   

第
14
回
例
会（
忘
年
例
会
）

 　
　
　
　
　
　
　

第
3
回
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会

（
予
定
）

お
詫
び

○
今
回
の
会
報
が
予
定
よ
り
大
幅
に
遅
れ
ま
し
た
こ
と

を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
何
し
ろ
、
4
月
例
会
、
5

月
総
会
、
6
月
公
開
例
会
と
毎
月
重
要
行
事
が
重

な
っ
た
関
係
で
、
会
報
10
号
に
手
が
回
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
次
の
第
11
号
会
報
は
公
開
例
会
の
特
集
と
い

う
こ
と
で
、
出
来
る
だ
け
早
く
発
行
い
た
し
ま
す
の

で
ご
容
赦
下
さ
い
。

○
8
月
の
例
会
は
“
20
年
後
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
”
を
テ
ー

マ
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
詳
細
が
決
ま
り
次
第
ご

案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

大
花
火
大
会
の
ご
案
内

来
る
8
月
4
日
（
土
）
に
第
61
回
あ
つ
ぎ
鮎

祭
り
大
花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
大

泉
会
長
の
ご
好
意
に
よ
り
、
桟
敷
席
を
ご
提

供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
県
内
で
も
屈
指
の
大

花
火
大
会
で
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
と
美
酒

を
酌
み
交
わ
し
、
一
万
発
の
花
火
を
楽
し
も

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
参
加
希
望
の
方
は

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

日　

時
：
平
成
19
年
8
月
4
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
7
時
よ
り
8
時
40
分
ま
で

　
　
　
　

先
着
20
名
ま
で

会　

場
：
相
模
川
三
川
合
流
地
点

お
申
し
込
み

県
央
経
営
者
会　

事
務
局

電
話　

０
４
６
‐
２
９
６
‐
７
０
１
０

司会の阿部洋氏 亀井衆議院議員

閉会の挨拶をする西村賢氏 開会宣言の安藤通子氏



県央経営者会 会報

� �� �

八
木
氏
の
講
演
は
、
4
つ
の
項
目
に
分
け
て
話
さ
れ
ま

し
た
。

１
．
県
央
地
域
経
済 at a glance

県
央
の
経
済
規
模
は
県
内
に
お
い
て
は
横
浜
、
川
崎
に

つ
い
で
第
3
位
で
あ
る
。
県
央
、
湘
南
地
域
は
、
全
県

平
均
を
1
0
0
と
す
る
と
そ
れ
ぞ
れ
1
6
5
、
1
7
6

と
い
う
高
い
数
字
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
生
産
年
齢

人
口
の
占
め
る
割
合
は
厚
木
市
の
72

・

8
%
が
、
全
県

中
一
番
と
な
っ
て
い
る
。

２
．
変
貌
す
る
県
央
地
域
経
済

人
の
動
き
の
地
域
格
差
は
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
は

県
内
主
要
駅
の
乗
降
客
数
の
増
減
を
見
れ
ば
明
ら
か
に

講
演

「
県
央
地
域
の
将
来
と
経
営
者
の
役
割
」

講　

師　

濱
銀
総
合
研
究
所
理
事　

八
木
正
行
氏

特
別
講
演

今
後
の
市
政
と
県
央
の

            

発
展
に
つ
い
て

講
師　

小
林　

常
良
厚
木
市
長

ま
ず
、
県
央

と
い
う
地
域
が

ど
う
い
う
と
こ

ろ
か
考
え
る

と
、
い
ま
相
模

原
市
が
3
年
か

け
て
政
令
市
に

な
る
べ
く
ス

タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。
こ
れ

に
対
抗
し
て
県

央
は
ど
う
し
た

ら
発
展
す
る
か

考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
県

央
に
は
潜
在
力

が
あ
り
ま
す
。

い
ま
議
論
さ
れ

て
い
る
道
州
制
を
考
え
る
と
、
相
模
川
が
分
水
嶺
と
な
っ
て
関
東

州
が
で
き
る
よ
う
な
話
が
あ
る
が
、
こ
の
話
は
は
ず
す
べ
き
と
考

え
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
県
央
は
二
つ
に
分
け
ら
れ
た
ら
だ

め
で
一
つ
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
潜
在
力
が
発
揮
で
き
る
か
ら

で
す
。
ま
た
、
相
鉄
線
を
西
側
に
入
れ
た
い
と
い
う
考
え
は
、
調

べ
て
み
る
と
技
術
論
と
お
金
の
問
題
を
解
決
す
れ
ば
可
能
性
が

あ
る
と
み
て
い
ま
す
。
既
存
の
も
の
か
ら
新
た
に
橋
を
か
け
て
西

へ
伸
ば
す
に
は
相
当
な
事
業
投
資
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
で
も

そ
れ
は
、
海
老
名
駅
の
新
駅
舎
に
か
け
た
費
用
が
無
駄
に
な
る
の

で
は
な
く
て
、
さ
ら
に
か
け
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

だ
が
、
一
方
で
は
各
自
治
体
の
財
政
力
は
大
変
厳
し
く
な
っ
て
い

東
高
西
低
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
、
企
業
の
生
産
拠
点
の
都
心

回
帰
が
見
ら
れ
る
の
で
、
政
令
市
以
外

の
都
市
は
ど
う
や
っ
て
企
業
を
つ
な
ぎ

と
め
て
お
く
か
が
大
き
な
研
究
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

３
．
県
央
地
域
経
済
の
明
日

神
奈
川
県
の
人
口
は
2
0
2
0
年
前

後
ま
で
増
加
す
る
が
、
県
内
地
域
ご
と

に
見
る
と
、
横
浜
、
川
崎
以
外
で
は
県

央
地
域
の
み
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
し

か
し
、
高
齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
の

で
そ
の
対
策
を
早
急
に
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
ま
た
、
地
域
振
興
の
た
め

に
も
団
塊
世
代
の
取
り
込
み
を
う
ま
く

す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
県
央
地
域

経
済
の
明
日
を
支
え
る
の
は
「
移
出
・

輸
出
型
産
業
」
の
育
成
で
あ
る
が
、
反

対
に
人
を
呼
び
込
む
産
業
・
仕
掛
け
も

大
切
で
あ
る
。
そ
の
仕
掛
け
は
、
県
内

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
で
あ
る
。
県
内

経
済
の
東
高
西
低
と
い
う
構
図
が
明
瞭

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
広

域
経
済
の
格
差
を
是
正
す
る
に
は
、
広

域
行
政
の
連
携
が
重
要
と
な
る
。
単
独

の
自
治
体
で
は
、
行
財
政
改
革
、
防
災
、

産
業
振
興
の
面
で
限
界
が
あ
る
し
、
単

独
で
は
大
き
な
効
果
は
期
待
で
き
な
い
。

４
．
経
営
者
の
役
割

国
際
化
が
進
展
す
る
と
ロ
ー
カ
ル
の
意

味
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
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る
の
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
夢
の
あ
る
話

に
対
し
て
行
政
は
現
実
の
問
題

を
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
い
ま
種
を
ま
い

て
お
く
こ
と
は
重
要
で
、
そ
の

た
め
に
も
企
業
の
力
と
行
政
の

力
を
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
っ
て

さ
ら
に
大
き
な
力
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
カ
ル
（
グ
ロ
ー
バ
ル
＋
ロ
ー
カ
ル
）
な
発
想
が
必

要
と
さ
れ
て
く
る
。
ま
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
が
非
常
に

大
切
で
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
そ
の
努
力
を
惜
し
ま
な
い
こ

と
。そ
し
て
、人
口
の
減
少
が
避
け
ら
れ
な
い
時
代
に
な
っ

て
き
た
の
で
、
一
層
人
を
育
成
す
る
こ
と
に
力
を
注
い
で

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
人
口
構
造
は
急
速
に
高
齢
化

が
進
む
の
で
、
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
振
興
や
団
塊
世
代
の
活

用
で
活
力
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

(

八
木
正
幸
講
師
の
講
演
資
料
が
若
干
数
残
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ほ
し
い
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い)

大勢の会員が参加しました

挨拶する小島一郎特別会員 乾杯は井上康男会員

中締めは柳川正人会員

賑わう会場名刺交換する安藤通子会員 (右）

談笑する瀬戸会員 (左）と橋本会員（右）

第十回例会 懇親会 会場　

小林厚木市長と大泉会長
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県
央
経
営
者
会
平
成
十
九
年
度
総
会
が
開
催

日
時　

平
成
十
九
年
五
月
二
十
一
日(

月)

午
後
六
時
よ
り
八
時

会
場　

ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
厚
木　

暁
紅
の
間

県
央
経
営
者
会
の
平
成
十
九
年
度
の
総
会
が
、
五
月
二
十
一
日
（
月
）
に
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル

厚
木
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
と
委
任
状
を
合
わ
せ
て
全
会
員
の
過
半
数
で
あ
る
85
名
を

超
え
て
い
る
と
の
発
表
が
あ
り
、
総
会
は
成
立
し
ま
し
た
。

総
会
の
司
会
は
、
井
上　

武
理
事
が
担
当
し
、
開
会
宣
言
が
長
谷
川　

康
幸
理
事
に
よ
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
総
会
議
長
は
規
約
第
23
条
に
よ
り
、
大
泉
会
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
提
案
審
議
さ

れ
た
議
案
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

第
一
号
議
案　

平
成
十
八
年
度
事
業
報
告　

増
田　

健
治
理
事

第
二
号
議
案　

平
成
十
八
年
度
収
支
決
算
報
告　

中
村　

幹
夫
理
事

　
　
　
　
　
　

監
査
報
告　

福
森　

登
理
事
（
監
査
代
理
）

第
三
号
議
案　

役
員
改
選
に
つ
い
て　

長
谷
川　

康
幸
理
事

第
四
号
議
案　

規
約
改
定
に
つ
い
て　

長
谷
川　

康
幸
理
事

第
五
号
議
案　

平
成
十
九
年
度
事
業
計
画
案
の
承
認
に
つ
い
て　

増
田　

健
治
理
事

第
六
号
議
案　

平
成
十
九
年
度
予
算
計
画
案
の
承
認
に
つ
い
て　

中
村　

幹
夫
理
事

以
上
の
第
一
号
議
案
か
ら
六
号
議
案
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、
末
澤
広
子
理
事
の
閉
会
宣
言

に
よ
り
総
会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

司会の井上武氏 長塚幾子伊勢原市長
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相
沢
氏
は
二
十
数
年
間
大
蔵
省
主
計
局
に
在
籍
し
、
新
し
い

税
制
を
作
る
と
き
は
常
に
財
政
の
立
場
か
ら
か
か
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
体
験
に
基
づ
い
て
、
税
金
に
関
す
る
考
え
方
を
お

話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

●
同
じ
税
金
で
も
取
っ
た
り
取
ら
な
か
っ
た
り
す
る
制
度
は
ダ
メ

も
ち
ろ
ん
高
す
ぎ
る
税
金
は
ダ
メ
で
、
累
進
課
税
80
パ
ー
セ

ン
ト
と
い
う
税
制
は
無
理
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
無
理

な
税
金
を
取
ろ
う
と
す
る
と
必
ず
ご
ま
か
そ
う
と
す
る
。
だ
か

ら
取
り
や
す
い
、
収
め
や
す
い
も
の
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
家

計
と
は
「
入
る
を
も
っ
て
出
を
制
す
」
だ
が
、
税
制
は
そ
の
逆

で
「
出
る
を
も
っ
て
入
る
を
決
め
る
」
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
赤
字
国
債
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知

る
必
要
が
あ
る
。
い
ま
や
日
本
の
国
民
一
人
当
た
り
の
借
金
は

4
2
8
万
円
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
租
税
負
担
率
は
諸
外

国
に
比
べ
て
日
本
は
最
低
水
準
で
あ
る
。
こ
れ
は
ど
こ
か
で
改

善
し
な
い
と
い
け
な
い
。
直
接
税
が
上
げ
ら
れ
な
い
の
な
ら
、

段
階
的
に
間
接
税
す
な
わ
ち
消
費
税
を
上
げ
ざ
る
を
得
な
い
。

●
歳
出
を
抑
え
る
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か

角
さ
ん
の
列
島
改
造
論
の
と
き
私
は
大
蔵
省
主
計
局
に
い

た
。
当
時
の
状
況
か
ら
考
え
て
、私
は
間
違
っ
て
い
る
と
は
思
っ

て
い
な
い
。
都
会
だ
け
栄
え
る
の
は
不
公
平
だ
し
、
そ
れ
な
り

に
地
方
へ
の
富
の
分
配
が
さ
れ
た
と
思
う
。
し
か
し
、
現
在
の

よ
う
な
財
政
状
況
で
は
そ
う
も
行
か
な
く
な
っ
て
く
る
。
歳
出

を
抑
え
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
ず
公
共
事
業
を
抑
え
、
そ
の
次
に

大
き
な
社
会
保
障
費
を
抑
え
る
こ
と
に
な
る
。
地
方
の
財
政
を

支
え
て
い
る
の
は
、
住
民
税
の
ほ
か
に
国
の
補
助
負
担
金
が
大

き
い
。
こ
の
財
源
を
締
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ

ま
で
く
る
と
国
よ
り
地
方
の
財
政
の
ほ
う
が
豊
か
な
感
じ
が
す

る
。
地
方
自
治
を
尊
重
す
る
な
ら
、
地
方
が
自
主
的
な
判
断
で

財
政
運
営
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
。
国
税
を
均
等

に
地
方
に
振
り
分
け
る
と
、
地
方
に
よ
っ
て
差
が
大
き
く
な
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
東
京
や
大
阪
、
神
奈
川
県
な
ど
だ
け

が
恩
恵
に
浴
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
相
沢
英
之
氏
の
講
演
資
料
「
税
の
は
な
し
を
し
よ
う
」
を

ほ
し
い
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

懇
親
会　

司
会　

高
橋
勝
宏
氏
（
オ
ー
イ
ズ
ミ
都
市
開
発
）

中
締
め　

飯
田
隆
三
氏
（
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
）

特
別
講
演｢

こ
れ
か
ら
の
税
制｣

相
沢　

英
之
氏
（
元
経
済
企
画
庁
長
官
）

平
成
十
九
年
度

総
会 

懇
親
会
会
場
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第
12　
回
例
会
開
催
の
ご
案
内

日　

時　

平
成
19
年
8
月
27
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
6
時
か
ら
午
後
7
時
30
分

内　

容　

20
年
後
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
討
論
会

　
　
　
　

午
後
7
時
30
分
よ
り
懇
親
会

会　

場　

厚
木
商
工
会
議
所
5
階
大
会
議
室

8
月
以
降
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

今
年
後
半
の
例
会
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て

は
決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

10
月
22
日
（
月
） 

第
13
回
例
会
（
研
修
・
懇

親
旅
行
）
旅
行
先
未
定

12
月
3
日（
月
）   

第
14
回
例
会（
忘
年
例
会
）

 　
　
　
　
　
　
　

第
3
回
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会

（
予
定
）

お
詫
び

○
今
回
の
会
報
が
予
定
よ
り
大
幅
に
遅
れ
ま
し
た
こ
と

を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
何
し
ろ
、
4
月
例
会
、
5

月
総
会
、
6
月
公
開
例
会
と
毎
月
重
要
行
事
が
重

な
っ
た
関
係
で
、
会
報
10
号
に
手
が
回
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
次
の
第
11
号
会
報
は
公
開
例
会
の
特
集
と
い

う
こ
と
で
、
出
来
る
だ
け
早
く
発
行
い
た
し
ま
す
の

で
ご
容
赦
下
さ
い
。

○
8
月
の
例
会
は
“
20
年
後
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
”
を
テ
ー

マ
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
詳
細
が
決
ま
り
次
第
ご

案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

大
花
火
大
会
の
ご
案
内

来
る
8
月
4
日
（
土
）
に
第
61
回
あ
つ
ぎ
鮎

祭
り
大
花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
大

泉
会
長
の
ご
好
意
に
よ
り
、
桟
敷
席
を
ご
提

供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
県
内
で
も
屈
指
の
大

花
火
大
会
で
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
と
美
酒

を
酌
み
交
わ
し
、
一
万
発
の
花
火
を
楽
し
も

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
参
加
希
望
の
方
は

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

日　

時
：
平
成
19
年
8
月
4
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
7
時
よ
り
8
時
40
分
ま
で

　
　
　
　

先
着
20
名
ま
で

会　

場
：
相
模
川
三
川
合
流
地
点

お
申
し
込
み

県
央
経
営
者
会　

事
務
局

電
話　

０
４
６
‐
２
９
６
‐
７
０
１
０

事
務
局
便
り

―小林常良厚木市長と亀井善太郎衆議院
議員を迎えにぎやかに開催される―

去る 4 月 7 日（土）に相模川三川合流点の桜土手広場にて、

初めての桜の花見会が開かれました。当日は、小林常良厚木市

長と亀井善太郎衆議院議員が参加され、ちょうど桜の花びらが

風に舞うすばらしい天気の中で、“肉の田口”さんにお願いして

バーベキューを心ゆくまで楽しみました。会員も 20 名ほど参

加して、ゆったりとした気分で 4 時間あまりの短い間でしたが、

談笑にふけり懇親を深めました。来年は場所を移して、お花見

を行いたいと思います。

県央経営者会花見の宴開催される会社紹介
この掲示板では会員の方の会社を紹介しております。会社案
内、イベント案内など何でも掲載OKですので、是非、あなた
の会社もPRしてみてはいかがでしょうか！。掲載無料ですの
で、ご希望の方は事務局までご連絡ください。

会社紹介

WWW.atlantictour.jp




